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女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の

会
は
３
月
22
日
、「
身
近
に

あ
る
性
暴
力
被
害
―
医
療
者

が
知
っ
て
お
く
べ
き
性
暴
力

に
つ
い
て
―
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
会
を
開
催
し
た
。
性
暴

力
救
援
セ
ン
タ
ー
・
大
阪
Ｓ

Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
理
事
長
の
久

保
田
康
愛
氏
を
講
師
に
27
人

が
参
加
し
た
。

　

久
保
田
氏
は
、
「
『
わ
た
し

の
こ
こ
ろ
は
わ
た
し
の
も

の
、
わ
た
し
の
か
ら
だ
は
わ

た
し
の
も
の
』
＝
『
人
権
』

は
当
た
り
前
の
概
念
で
あ
っ

て
、
人
権
が
守
ら
れ
安
心
・

安
全
が
保
障
さ
れ
る
た
め
に

み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
、
答

え
を
探
し
て
い
く
こ
と
が
生

き
や
す
い
社
会
に
つ
な
が

る
」
と
語
っ
た
。

　

久
保
田
氏
は
外
傷
体
験
の

定
義
を
紹
介
し
、
戦
争
や
災

害
な
ど
で
死
の
危
険
を
感
じ

た
人
よ
り
も
性
的
な
外
傷
体

験
に
遭
っ
た
人
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障

害
）
に
な
る
確
率
が
高
く
な

る
と
説
明
し
た
。
外
傷
体
験

は
身
体
や
心
に
過
覚
醒
（
休

息
が
取
れ
な
い
）
、
回
避
・

麻
痺
症
状
（
フ
リ
ー
ズ
す
る

状
態
）
、
侵
入
症
状
（
勝
手

に
記
憶
が
鮮
明
に
よ
み
が
え

る
）
、

解
離
（
健
忘
の
状

態
）
な
ど
の
反
応
を
お
こ

す
。
久
保
田
氏
は
「
こ
れ
ら

は
異
常
な
状
況
に
対
す
る
正

常
な
反
応
で
、
安
心
・
安
全

が
確
保
さ
れ
自
分
の
状
態
を

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
た
め
に
は
正
し
い
知
識

と
接
し
方
で
、
被
害
者
と
関

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定をご確認ください

専門家による
無料相談

税
務
相
談
　

４
月
16
日（
水
）
14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

雇
用
相
談
　

４
月
17
日（
木
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

法
律
相
談
　

５
月
12
日（
月
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

シ
ス
テ
ム
相
談　

第
３
土
曜
日　

14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

日
時　

４
月
20
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

О
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
会
議
室
２
０
２

　
　
　

（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
１
‐
７
‐
31
）

講
師　

志
倉
興
紀
氏
（
堺
市
開
業
）

　
　
　

細
羽
雄
太
氏
（
エ
ニ
ー
タ
イ
ム
ヘ
ル
ス
ケ
ア
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
）

会
費　

無
料　
　

定
員

15
人

構
成　

１
部
「
開
業
５
年
目
の
歯
科
医
師
が
語
る　

事
業
計

画
書　

作
成
の
コ
ツ
と
そ
の
後
の
運
営
状
況
」

　
　
　

２
部
「
理
想
を
実
現
す
る
新
規
開
業
の
道
し
る
べ
」

※
お
申
し
込
み
は
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て

新
規
開
業
セ
ミ
ナ
ー

【
会
員
・
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】

日
時　

４
月
19
日
（
土
）
午
後
４
時
〜
６
時

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
２
階
Ｄ
ホ
ー
ル

　
　
　

（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
１
‐
７
‐
31
）

講
師　

横
山
桂
子
氏
（
オ
フ
ィ
ス
Ｋ
代
表
）

会
費　

３
千
円　
　

定
員　

１
０
０
人

患
者
さ
ん
を
あ
た
た
か
く
迎
え
る
た
め
に

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
接
遇
マ
ナ
ー
講
座

日
時　

５
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師

西
村
正
宏
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
ク
ラ

ウ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
補
綴
学
・
顎
口
腔
機
能
学
講
座
教
授
）

会
費　

３
千
円　
　

定
員

80
人

※
保
育
は
10
日
前
ま
で
に
要
予
約
。ま
ず
は
お
電
話
下
さ
い
。

フ
レ
ン
ジ
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
使
っ
た
義
歯
を
作
る
前
に

押
さ
え
る
こ
と

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
５
月
度
生
涯
研
修
（
無
料
保
育
対
象
）

日
時　

４
月
19
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
２
階
展
示
場
Ｇ
ホ
ー
ル

　
　
　

（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
１
‐
７
‐
31
）

講
師

石
塚
貴
史
氏
（
株
式
会
社
グ
ッ
ピ
ー
ズ　

キ
ャ
リ
ア

事
業
営
業
部
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員

30
人　

保
険
医
協
同
組
合
主
催

超
・
実
践
！
い
ま
歯
科
衛
生
士
・
ス
タ
ッ
フ
か
ら
求

め
ら
れ
る
医
院
と
は
？

【
会
員
対
象
】
保
険
医
ま
つ
り
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

４
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
０
時

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
２
階
Ｇ
２
ホ
ー
ル

　
　
　

（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
１
‐
７
‐
31
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

千
円　
　

定
員

50
人

持
参
物
「
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
」

　
　
　

２
０
２
５
年
３
月
版
（
本
号
同
封
）

「
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
」

発
刊
記
念

【
会
員
対
象
】
指
導
対
策
講
習
会

わ
る
こ
と
を
社
会
の
中
で
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
」
と
語
っ
た
。

　

大
阪
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
は

４
月
か
ら
大
阪
府
の
補
助
事

　

長
年
、
医
科
・
歯
科
協
会

会
員
が
活
動
の
拠
点
と
し
て

き
た
会
館
（
１
９
７
７
年

築
）
を
時
代
に
即
応
し
た
設

備
の
ビ
ル
に
す
る
と
と
も
に

経
年
劣
化
を
直
し
耐
震
構
造

に
改
め
た
新
会
館
は
、
１
年

半
後
に
は
竣
工
す
る
で
し
ょ

う
。

　

新
会
館
は
、
バ
リ
ア
フ
リ

業
か
ら
委
託
事
業
へ
、
病
院

拠
点
型
か
ら
連
携
型
に
変
更

す
る
。
久
保
田
氏
は
「
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
支
援
を
継
続
す
る

た
め
に
、
当
事
者
た
ち
の
安

ー
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
大
き

く
な
り
車
い
す
の
方
や
障
が

い
者
に
や
さ
し
く
な
り
、
４

階
の
メ
イ
ン
は
図
書
室
で
小

会
議
室
と
読
書
室
兼
サ
ロ
ン

も
あ
り
医
学
系
団
体
の
雑
誌

や
新
聞
そ
の
他
の
資
料
が
整

え
ら
れ
、
５
階
に
は
多
目
的

ホ
ー
ル
を
設
け
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

我
々
は
保
険
医
で
す
か

ら
、
時
の
政
権
の
政
策
で
医

療
報
酬
は
絶
え
ず
変
わ
り
、

中
に
は
上
が
る
も
の
が
あ
っ

て
も
ト
ー
タ
ル
す
れ
ば
減
収

で
す
。
変
わ
ら
な
い
の
は
１

９
５
１
年
４
月
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
押

し
付
け
ら
れ
た
不
平
等
条
約

で
あ
り
、
そ
の
条
約
の
下
、

安
倍
政
権
以
降
、
防
衛
予
算

は
毎
年
増
え
、
27
年
度
に
は

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
３
％
を
目
指
す
と

　

２
月
１
日
に
行
わ
れ
た
学

習
会
、「
人
権
と
し
て
の
医

療
へ
の
ア
ク
セ
ス
保
障
と
一

部
負
担
金
の
課
題
」
で
私
が

最
も
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
た

の
が
、
会
の
冒
頭
、
森
弁
護

士
が
発
し
た
「
保
険
料
納
付

の
対
価
と
し
て
の
療
養
給

付
」
（
大
意
）
と
い
う
一
言

で
あ
る
。
私
が
歯
科
医
に
な

っ
た
頃
は
既
に
老
人
保
険
無

料
化
の
時
代
は
過
ぎ
、
窓
口

負
担
ゼ
ロ
の
保
険
料
納
付
者

は
存
在
せ
ず
、
誰
し
も
窓
口

で
一
部
負
担
金
を
支
払
う
と

い
う
光
景
が
当
た
り
前
だ
っ

た
。
故
に
「
保
険
料
を
払
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
保
険
治

療
で
は
そ
れ
以
上
の
負
担
は

必
要
な
い
」
と
い
う
考
え
方

桂佐ん吉独演会

は
正
に
目
か
ら
鱗
で
あ
っ

た
。

　

老
人
保
険
無
料
化
の
時
代

が
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
遡

れ
ば
被
保
険
者
本
人
が
一
部

自
己
負
担
金
ゼ
ロ
だ
っ
た
時

代
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も

知
る
に
は
知
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
は
我
々
世
代
（
50
代

前
半
）

で
す
ら
最
早
「
歴

史
」
の
話
で
、
も
っ
と
若
い

先
生
方
に
は
全
く
ピ
ン
と
こ

な
い
話
だ
ろ
う
。
一
部
負
担

金
ゼ
ロ
の
時
代
が
あ
っ
た
こ

と
、
今
で
も
国
が
公
費
負
担

を
増
額
す
れ
ば
そ
れ
は
可
能

日時　５月24日（土）13時
場所　朝日生命ホール
料金　全席指定
　　　3300円→3000円
桂佐ん吉：桃太郎・くしゃみ講
釈・雉子政談／桂米輝：寿司屋
兄弟／桂八十助：つる

だ
と
い
う
こ
と
は
繰
り
返
し

訴
え
続
け
る
べ
き
だ
と
思

う
。

　

さ
て
、
現
代
の
医
療
費
負

担
割
合
が
ど
う
な
っ
て
い
る

か
と
い
う
と
、
被
保
険
者
が

支
払
う
保
険
料
と
一
部
負
担

金
で
約
40
％
、
公
費
負
担
は

わ
ず
か
約
38
％
で
あ
る
。
私

は
こ
の
状
況
は
、
国
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
べ
き
政
府

の
怠
慢
で
あ
り
、
論
外
だ
と

考
え
る
。
通
常
国
会
開
催
中

の
今
日
、「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
」
を
旗
印
に
保

険
点
数
の
増
加
と
国
民
負
担

（
保
険
料
と
一
部
負
担
金
）

軽
減
を
車
の
両
輪
と
し
て
実

現
さ
せ
る
こ
と
が
、
我
々
の

急
務
だ
と
改
め
て
感
じ
た
学

習
会
で
あ
っ
た
。

安心・安全が保障される社会へ
共に考え、答えを探す
大阪SACHICO理事長が語る

女
医
の
会

身近にある性被害につ
いて語る久保田氏＝３
月22日、大阪市内　　

人
権
と
し
て
の
医
療
ア
ク
セ
ス
保
障
と
一
部
負
担
金
の
課
題

政
府
の
怠
慢
で
あ
り
論
外

齋
賀
史
郎
（
豊
中
市
）

参
加
レ
ポ
ー
ト

門
奈
丈
石
（
平
野
区
）

想いのへ

会館新 平
和
を
引
き
継
い
で
い
こ
う

心
・
安
全
を
一
番
に
考
え
、

連
携
病
院
と
協
力
し
合
い
な

が
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
」
と

語
っ
た
。

か
。
主
権
者
の
多
く
は
諸
物

価
の
高
騰
と
削
ら
れ
る
社
会

保
障
費
の
捻
出
に
苦
労
し
て

い
る
の
に
で
す
。

　

今
年
は
戦
後
80
年
。
こ
の

間
、
我
国
は
戦
争
に
加
担
す

る
こ
と
な
く
平
和
な
時
代
で

し
た
。
こ
の
平
和
は
、
全
国

民
を
巻
き
込
む
近
代
戦
の
悲

惨
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し

た
主
権
者
の
強
い
意
志
と
熱

心
な
努
力
に
よ
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
平
和
を
子

々
孫
々
引
き
継
い
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

新
会
館
が
竣
工
し
た
あ
か

つ
き
に
は
、
保
険
医
の
権
利

を
守
り
、
日
進
月
歩
の
歯
科

医
療
の
研
修
や
保
険
医
療
制

度
の
充
実
・
発
展
志
向
の
場

と
し
て
活
用
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

日時　６月22日（日）15時
場所　住友生命いずみホール
料金　全席指定　4000円→3700円

「現代邦楽の父」宮城道雄の業績と
作品を伝えるメモリアルコンサート

第50回　むすびの会　永遠の輝き
全曲宮城道雄作品
春の海・歓喜・都踊・夢殿・水の変態・越天楽変
奏曲

宮城道雄をしのぶ箏の夕べ宮城道雄をしのぶ箏の夕べ

お問い合わせは協会組織部 TEL06-6568-7731まで

文化部だより文化部だより


